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この印刷物は、
輸送マイレージ低減によるCO2削減や
地産地消に着目し、国産米ぬか油を使用した
新しい環境配慮型インキ「ライスインキ」で印刷し、
印刷用の紙へリサイクルできます。

P-Z10064
この印刷製品は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。 本冊子は12,000部作成し1部あたりの単価は231円です。

発行＝宮城県（産業人材対策課）
編集＝ハリウ コミュニケーションズ株式会社
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ものづくりマイスター制度

厚生労働省委託　若年技能者人材育成支援等事業

若年技能者の人材育成・技能継承をお考えの事業主・教育機関等の皆様へ

学びの環境づくりから未来の人材育成へ！

子どもたちにとって、本物に触れたときの感
動は非常に大きいものです。今回、ものづく
りの分野で素晴らしい技術を持っている、マ
イスターの手業・すご技に直接触れる貴重
な体験の場を用意していただき、大変感謝
しています。

体験教室を通じて、現在の子どもたちがま
じめに丁寧に作業をする姿を見てとても驚
いています。これからも子どもたちに、も
のづくりの魅力や表具の大切さを伝えられ
るように取組を続けていきたいと思ってい
ます。 

【指導内容】　宮城県内の小中学生
【費　　用】　マイスターに対する謝金、旅費、材料費等は、 宮城

県技能振興コーナーが負担します。
【受入可能体験】

からくり屏風製作（表具職種）、ミニ畳製作（畳職種）、銅板レリーフ製作（板金職種）、
壁塗り体験（塗装職種）、サインアート（広告美術職種）、ミニ竹垣製作（造園職種）、
踏み台製作（建築大工職種※仙台市内限定）、ポシェット製作（洋裁職種）、レッス
ンバッグ製作（洋裁職種）、お弁当袋製作（洋裁職種）、畳縁で小物入れ製作（洋裁
職種）、タオルのペットボトル入れ製作（洋裁職種）

校長の声 大崎市立西大崎小学校　校長　大場 良行先生

ものづくりマイスターが
小学校で体験教室を実施

応募は随時受け付けております

　７月 18 日に大崎市立西大崎小学校で 「ものづくり体験
教室」 が行われ、同校の５、６年生の児童 17 人が、「か
らくり屏風」 づくりに挑戦しました。
　この日、表具職種のものづくりマイスター４人が同校を
訪れ、縦からも横からも開くことができる不思議な屏風の
作り方を指南。児童は２枚の台紙に好きな柄の和紙を選ん

でのり付けしました。 
　児童の一人は、完成した
屏風を笑顔で見つめながら、
「今まで工作が得意ではあり
ませんでしたが、ちょっと
だけ好きになりました」 と
感想を話しました。

まずは、
宮城県技能振興コーナー

までお問い合わせください。
TEL.022-727-5380
FAX.022-727-5381

身近な素材である紙が使われていることも
あり、児童は興味をもってものづくりの魅力
について学ぶことができました。さらに、か
らくり屏風の精巧な仕組みについて、「なぜ、
どうして？」 と新たな発見ができたのではな
いかと思います。 事前の打合せで、教員も屏
風づくりを体験することができ、内容を理解
できたことも良かったと思っています。

教員の声 大崎市立西大崎小学校　教諭　宍戸 真人先生

マイスタ
ー

の声 有限会社吉岡表具店　吉岡 宏一先生

宮城県技能振興コーナー

びょう ぶ

オガーレ ACEはウェブサイトでも
ご覧いただけます
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技の肖像
万年筆製造工
植原 友一さん

トラスト・メカ株式会社
report 技能士を育てる。

アルプス電気株式会社
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万年筆製造工
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ものづくりにかける
特集・仕事図鑑
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鉄道車両検査
東日本旅客鉄道株式会社　新幹線総合車両センター

齋藤 悠介さん

［CASE.1］

製造
弘進リトレッド株式会社

佐々木 浩治さん

［CASE.2］

航空機整備
株式会社ジャムコ　航空機整備事業部　機体整備工場

藤田 渉さん

［CASE.3］

製造
東京石灰工業株式会社　丸森工場

佐藤 知之さん

［CASE.4］

多
様
な
交
通
網
が
整
備
さ
れ

経
済
と
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
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宮
城
県
の
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は

　

ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

ものづくり産業広報誌

Vol.14

！

交通を支える

16
トラスト・メカ株式会社
report 技能士を育てる。

さ い と う ゆ う す け

ふ じ   た わたる

さ 　 さ 　 き 　   こ う   じ

さ   と う と も ゆ き

　
交
通
イ
ン
フ
ラ
は
、
道
路
や
鉄
道
、
空
港
、
港
湾
な
ど
、
地
域

間
の
人
や
物
資
の
輸
送
を
支
え
る
社
会
基
盤
で
す
。「
都
市
の
動

脈
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
企
業
の
経
済
活
動
や
住
民
の
生
活
に

は
不
可
欠
で
あ
り
、
大
都
市
と
地
方
を
結
ぶ
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
周
辺
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
宮
城
県
内
に
お
い
て
も
、
仙
台
市
を
起
点
と
し
た
多
様
な
交
通

網
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
【
図
１
】。

　
高
速
道
路
で
は
、
東
北
縦
貫
自
動
車
道
（
東
北
道
）
や
三
陸
縦

貫
自
動
車
道
、
常
磐
自
動
車
道
な
ど
が
あ
り
、
２
０
１
０
年
に
仙

台
北
部
道
路
と
東
北
道
が
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
、
周
囲
約
60
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
「
仙
台
都
市
圏
環
状
自
動
車
専
用
道
路
」
が
開
通
し

ま
し
た
【
図
２
】。
こ
れ
に
よ
り
、
一
般
道
の
交
通
渋
滞
の
緩
和

や
産
業
・
物
流
拠
点
の
ア
ク
セ
ス
強
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

仙
台
都
市
圏
を
一
周
す
る

環
状
自
動
車
専
用
道
路
が
開
通

　
鉄
道
で
は
、
東
北
新
幹
線
を
は
じ
め
東
北
本
線
、
常
磐
線
、
仙
山

線
、
仙
石
線
な
ど
の
在
来
線
各
線
や
第
３
セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
阿
武

隈
急
行
線
と
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
ほ
か
、
２
０
１
５
年
に

東
西
線
が
開
通
し
た
仙
台
市
地
下
鉄
が
あ
り
ま
す
。

　
航
空
路
で
は
、16
年
に
民
営
化
さ
れ
た
仙
台
空
港
を
拠
点
に
、
国

内
外
の
都
市
を
結
ん
で
い
ま
す
。航
路
で
は
、仙
台
・
塩
釜
・
松
島
・

石
巻
の
４
つ
の
港
区
か
ら
な
る
仙
台
塩
釜
港
が
あ
り
、
貨
物
船
や

フ
ェ
リ
ー
が
入
港
し
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、
浦
戸
諸
島（
塩
竈
市
）

や
大
島（
気
仙
沼
市
）な
ど
と
本
土
を
結
ぶ
離
島
航
路
が
、
島
民
の

生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
高
速
道
路
網
や
仙
台
空
港
、仙
台
塩
釜
港
は
、「
富
県
宮
城
」の
実

現
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
す
。も
の
づ
く
り
産

業
に
お
い
て
も
、
自
動
車
産
業
の
集
積
が
進
む
仙
台
近
郊
の
工
業

団
地
と
港
・
空
港
と
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
物

流
と
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

工
業
団
地
と
港
湾
、
空
港
が
直
結

も
の
づ
く
り
産
業
の
発
展
を
後
押
し

　
県
内
に
は
、
交
通
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
企
業
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。道
路
や
鉄
道
、
橋
梁
な
ど
を
作
る
建
設
会
社
の
ほ
か
、
工
事

に
使
う
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
、
道
路
標
識
・

防
護
柵
と
い
っ
た
交
通
安
全
関
連
の
製
品
を
作
っ
て
い
る
企
業
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。自
動
車
の
足
と
し
て
安
全
な
走
行
を
守
る

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
も
そ
う
で
し
ょ
う
。こ
れ
ら
の
企
業
で
は
交
通

の
安
全
を
守
る
た
め
、
厳
し
い
検
査
基
準
の
も
と
で
も
の
づ
く
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
車
両
や
航
空
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
整
備
士
も
交

通
を
支
え
る
重
要
な
仕
事
で
す
。「
自
動
車
整
備
士
」「
航
空
整
備

士
」「
鉄
道
車
両
製
造
・
整
備
技
能
士
」
と
い
っ
た
点
検
整
備
の
国

家
資
格
を
持
っ
た
専
門
家
が
、
高
度
な
技
術
と
厳
し
い
目
で
人
の

命
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
県
内
の
交
通
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
企
業
で
働
く

人
た
ち
や
整
備
士
の
仕
事
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

交
通
の
安
全
と
人
の
命
を
守
る

交
通
を
支
え
る
も
の
づ
く
り
企
業

たか　はし

佐々木 史乃さん

仙台味噌醤油株式会社
みやぎものづくり女子 

さ 　 さ 　 き し 　 の

の ぶ   お

植原 友一さん
う え は ら ゆう   いち

【図１】
宮城県の主要な交通網

【図２】
仙台都市圏環状
自動車専用道路

新幹線

在来線

高速道路

国道

フェリー航路
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正
常
が
確
認
さ
れ
な
い
と
次
の
検
査
に
移
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
、
集
中
し
て
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
」
と
齋
藤
さ
ん
は
話
し
た
。

多
種
多
様
な
点
検
整
備
で

運
行
中
の
故
障
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

　

２
日
に
１
回
行
わ
れ
る
「
仕
業
検
査
」、
車
輪
や

ブ
レ
ー
キ
な
ど
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
台
車
を

ま
る
ご
と
検
査
す
る
「
台
車
検
査
」、
車
両
の
主
要

部
分
や
機
器
類
を
す
べ
て
取
り
外
し
、
細
部
ま
で

検
査
や
修
繕
を
行
う
「
全
般
検
査
」。
運
行
中
の
事

故
・
故
障
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
新
幹
線
の

車
両
に
は
、
国
の
指
針
に
基
づ
い
た
様
々
な
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

齋
藤
さ
ん
が
携
わ
る
交
番
検
査
で
は
、
車
両
の

分
解
は
行
わ
ず
、
車
体
や
台
車
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ

な
ど
に
取
り
付
け
ら
れ
た
機
器
類
の
状
態
や
動
作

の
確
認
の
ほ
か
、
車
軸
の
探
傷
検
査
な
ど
が
行
わ

れ
る
。

　
「
運
行
中
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
新
幹
線
が
止
ま
っ
て

し
ま
っ
た
り
遅
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
、
多
く
の

人
た
ち
の
仕
事
や
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま

い
ま
す
。
安
全
な
運
行
は
、
自
分
た
ち
が
支
え
る

と
い
う
気
持
ち
で
毎
日
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」
と

齋
藤
さ
ん
は
話
し
た
。

　

検
査
場
に
は
、
交
番
検
査
を
行
う
東
北
新
幹
線

「
は
や
ぶ
さ
」「
は
や
て
」「
や
ま
び
こ
」
の
ほ
か
、

秋
田
新
幹
線
「
こ
ま
ち
」
や
山
形
新
幹
線
「
つ
ば
さ
」

な
ど
も
緊
急
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
入
線
す
る
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、「
ず
っ
と
憧
れ
だ
っ
た
新
幹
線
に

毎
日
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
て
も
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
。
家
族
や
友
人
か
ら
も
う
ら
や
ま
し

が
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
顔
を
赤
ら
め
た
。

再
燃
し
た
新
幹
線
へ
の
憧
れ

新
人
研
修
で
高
ま
る
現
場
へ
の
期
待
感

　

初
め
て
新
幹
線
の
魅
力
に
ひ
か
れ
た
の
は
小
学

生
の
頃
。
鉄
道
が
大
好
き
で
影
響
を
受
け
た
と
い

う
兄
と
一
緒
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
「
新
幹
線
車
両

基
地
ま
つ
り
」
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。
間
近
で
見
る
新
幹
線
の
迫
力
に
圧
倒
さ

れ
、「
か
っ
こ
い
い
な
。
大
人
に
な
っ
た
ら
運
転

士
に
な
っ
て
、新
幹
線
に
乗
っ
て
み
た
い
」と
思
っ

た
と
い
う
。

　

そ
の
後
は
も
の
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
工
業
高

　　 

　

新
幹
線
の
交
番
検
査
を
担
当

車
両
の
状
態
や
機
能
を
確
認
す
る

　

夏
の
あ
る
日
の
昼
下
が
り
、
こ
こ
は
東
日
本
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
の
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
検
査
場
。「
と
き
わ
グ
リ
ー
ン
」
と
「
飛
雲

ホ
ワ
イ
ト
」
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
新
幹
線
Ｅ

５
系
電
車
の
下
に
潜
り
、
齋
藤
悠
介
さ
ん
は
左
右

の
車
輪
の
間
隔
を
計
測
し
て
い
た
。

　
「
棒
ゲ
ー
ジ
」
と
呼
ば
れ
る
専
用
の
計
測
器
具

の
両
端
を
両
輪
の
内
側
に
当
て
、
真
剣
な
表
情
で

正
確
に
目
盛
り
を
読
み
取
る
。
左
右
の
レ
ー
ル
間

の
距
離
は
１
４
３
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
上
に

乗
る
車
輪
の
間
隔
は
、
既
定
の
値
よ
り
１
ミ
リ
以

上
ず
れ
て
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

　
「
数
ミ
リ
の
ず
れ
が
、
乗
り
心
地
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
し
、
最
悪
の
場
合
、
脱
線
に

つ
な
が
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に

車
輪
の
測
定
は
重
要
な
検
査
な
ん
で
す
」
と
齋
藤

さ
ん
は
話
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
東
北
新
幹
線
で
運
用

さ
れ
る
車
両
の
日
常
的
な
点
検
整
備
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
山
形
、
秋
田
、
上
越
、
北
陸
新
幹
線

な
ど
も
含
む
同
社
が
保
有
す
る
新
幹
線
車
両
に
つ

い
て
、
新
製
車
両
の
搬
入
や
大
掛
か
り
な
整
備
、

廃
車
両
の
解
体
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　

入
社
３
年
目
の
齋
藤
さ
ん
は
、
走
行
距
離
６
万

キ
ロ
、
お
お
よ
そ
１
カ
月
ご
と
に
行
う
「
交
番
検

査
」
の
検
査
員
で
あ
る
。
２
両
の
中
間
車
両
に
つ

い
て
、
主
に
乗
降
ド
ア
の
周
辺
や
床
下
部
分
の
検

査
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。

　
「
検
査
は
チ
ー
ム
で
行
い
、
す
べ
て
の
車
両
で

世界に誇る高速鉄道
新幹線の安全を陰で支える
鉄道車両検査

齋
さ い

藤
と う

 悠
ゆ う

介
す け

さん（21 歳）
東日本旅客鉄道株式会社　新幹線総合車両センター（利府町）
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お
客
さ
ま
の
命
を
預
か
る
責
任
を
胸
に

鋭
く
目
を
光
ら
せ
る

所 在 地

代表取締役
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

企業情報

東日本旅客鉄道株式会社
／東京都渋谷区代々木 2-2-2
　HP http://www.jreast.co.jp/
／冨田　哲郎
／ 2,000 億円
／1987 年 4 月
／ 56,450 人（2017 年 4 月現在）
／運輸業、駅スペース活用事業、
　ショッピングセンター・オフィス事業、その他

1

1

2

2　　　　　

3

3

新幹線車両の下で左右の車輪の間隔を計測する齋藤悠介さん。伸縮可能
な測定器具「棒ゲージ」をそれぞれの車輪の内側に当て計測する
先頭車両にある運転台で、各装置の状態をチェックする。先頭車両の検査
は、経験豊富な検査員が担当する
車両の床下にあるブレーキを制御する装置を点検する。損傷や不具合がな
いか、検査員が目視で確認する
台車から外されメンテナンスを待つ輪軸。更に車輪と車軸などに解体され、
損傷部分の修繕や車輪の削正などが行われる

新幹線総合車両センターでは、様々な検査やメンテナンスが行
われ、新幹線の安全が守られています

新幹線の安全を守る人たち

4

4

所 在 地
東日本旅客鉄道株式会社 新幹線総合車両センター

／宮城郡利府町利府字新谷地脇
　TEL 022-356-5223
　FAX 022-356-5228
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場内には検査のため新幹線が入線する。安全確保のた
めに指さし確認は欠かせない

ボルトのゆるみがないか一つ一つハンマーで打検する 車両の様々な設備に電気を送る配電盤に異常がない
か確認する

校
の
機
械
科
に
進
学
し
た
齋
藤
さ
ん
は
、
就
職
を

控
え
た
３
年
生
の
夏
、
ふ
と
目
に
し
た
同
社
の
新

幹
線
検
査
員
の
求
人
票
に
心
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。

「
検
査
員
の
仕
事
で
も
新
幹
線
に
乗
れ
る
か
も
し

れ
な
い
！
」。
小
学
生
の
時
の
思
い
出
と
感
動
が

よ
み
が
え
り
、
迷
わ
ず
入
社
試
験
に
応
募
し
た
。

　

入
社
１
年
目
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
車
両
の
構
造

や
組
み
立
て
方
、
装
置
や
部
品
の
仕
組
み
な
ど
を

学
ん
だ
。
ま
た
、
車
両
の
検
査
場
や
組
み
立
て
工

場
、
塗
装
工
場
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
実
際
の
作

業
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
車
両
の
随
所
に

隠
さ
れ
た
世
界
最
高
峰
の
技
術
の
数
々
を
目
の
当

た
り
に
し
た
齋
藤
さ
ん
。「
見
る
も
の
す
べ
て
が

驚
き
で
し
た
。
早
く
現
場
に
出
て
、
も
っ
と
新
幹

線
に
触
れ
た
い
と
高
ぶ
る
気
持
ち
が
抑
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

緊
張
と
不
安
を
乗
り
越
え

更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
技
術
を
磨
く

　

１
年
間
の
教
育
期
間
を
経
て
、
検
査
員
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
た
が
、
最
初
の
う
ち
は
一
時
も
気
の

抜
け
な
い
緊
張
の
連
続
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
車
両
に
は
小
さ
い
部
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

取
扱
い
に
神
経
を
使
い
ま
し
た
。
定
期
的
に
交
換

す
る
摩
耗
部
品
は
思
い
の
ほ
か
重
量
が
あ
り
、
一

つ
取
り
換
え
る
だ
け
で
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
」

　

車
両
の
下
に
潜
り
こ
ん
で
行
う
作
業
で
は
、
つ

ら
い
体
勢
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
交
番

検
査
は
１
日
１
編
成
を
チ
ー
ム
全
体
で
行
っ
て
い

る
た
め
、
自
分
が
遅
れ
て
し
ま
え
ば
、
全
車
両

の
検
査
の
進
行
に
影
響
す
る
。
そ
ん
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
闘
う
毎
日
が
続
い
た
。

　
「
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
も
落
ち
着
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
品
や
ボ
ル
ト
を
し
っ
か
り

と
固
定
し
た
か
心
配
で
、
布
団
に
入
っ
て
か
ら
も

な
か
な
か
寝
つ
け
な
い
夜
も
あ
り
ま
し
た
」

　

日
々
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
不
安
に
苦
し
み
な
が

ら
経
験
を
重
ね
、
徐
々
に
自
信
を
つ
け
て
い
っ
た

齋
藤
さ
ん
は
、
１
年
半
が
経
っ
た
今
で
は
、
ほ
ど

よ
い
緊
張
感
の
中
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
作
業
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
将
来
は
、
先
頭
車
両
を
任
さ
れ
て
運
転
台
の

検
査
を
し
て
み
た
い
し
、
交
番
検
査
全
体
の
指
揮

を
執
れ
る
よ
う
に
も
な
り
た
い
」
と
夢
を
語
る
齋

藤
さ
ん
。
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
努

力
を
続
け
る
。

　

旅
行
に
出
か
け
た
あ
る
日
、
た
ま
た
ま
数
日
前

に
担
当
し
た
新
幹
線
に
乗
車
し
た
。
座
席
か
ら
車

内
で
お
客
さ
ま
が
快
適
な
時
間
を
過
ご
す
様
子
を

見
た
と
い
う
齋
藤
さ
ん
は
、「
こ
の
上
な
い
喜
び

に
浸
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

新
幹
線
の
高
速
運
転
と
安
全
を
支
え
る
と
い
う

使
命
感
を
抱
き
、
こ
れ
か
ら
も
確
実
な
検
査
に
汗

を
流
す
。

世界に誇る高速鉄道
新幹線の安全を陰で支える
鉄道車両検査

齋藤 悠介さん（21 歳）
東日本旅客鉄道株式会社　新幹線総合車両センター（利府町）
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齋
藤
君
は
明
る
く
誰
に
対
し
て
も
オ
ー
プ
ン
に
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
人
材
で
す
。
普
段
は
お
調
子
者
で
も
、
仕
事
中
に
見
せ
る

真
剣
な
表
情
か
ら
、
根
は
と
て
も
ま
じ
め
な
性
格
だ
と
分
か
り
ま

す
。
新
幹
線
車
両
の
検
査
で
は
、
検
査
員
同
士
の
連
携
プ
レ
ー
が

重
要
な
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
得
意
な
彼
の

持
ち
味
が
、
様
々
な
場
面
で
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
若
手
の
ホ
ー
プ
と
し
て
、
様
々
な
技
術
を
身
に
付

け
て
、
新
幹
線
の
安
全
な
運
行
を
支
え
る
人
物
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
期
待
し
て
い
る
の
は
、
溶
接
技
術
で
す
。
車
体
の
修
繕
に

は
欠
か
せ
な
い
溶
接
作
業
に
つ
い
て
、
現
在
ベ
テ
ラ
ン
社
員
か
ら

若
手
へ
の
技
術
継
承
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
業
高
校
で
溶

接
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
き
た
齋
藤
君
は
、
貴
重
な
存
在
。
先
輩
か

ら
技
術
を
継
承
し
て
、
更
に
活
躍
の
領
域
を
広
げ
て
く
れ
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

明
る
く
ま
じ
め
な
性
格
が
チ
ー
ム
の
連
携
に
生
き
る

溶
接
技
術
を
磨
き
活
躍
の
場
を
広
げ
て
く
れ
る
と
期
待

検査課
助役

髙原 章悟さん

上司 に
聞
く

12:45

昼
食

持
参
し
た
弁
当
を
同
僚
と
一
緒
に
食
べ
る

13:45

摩
耗
部
品
の
取
替
チ
ェ
ッ
ク

午
前
中
に
交
換
し
た
摩
耗
部
品
が
確
実
に
取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
か
確
認
す
る

再
び
車
両
の
電
源
を
入
れ
、
車
体
の
揺
れ
を
抑
え
る
装

置
や
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
動
作
を
確
認
。
各
車
両
の
担
当

者
と
し
て
乗
降
ド
ア
の
開
閉
の
確
認
な
ど
に
立
ち
会
う

15:45

機
能
検
査
（
最
終
検
査
）

17:20

終
業

左
右
の
車
輪
の
間
隔
、
車
輪
の
直
径
と
厚
さ
を
計
測
す
る

14:00

車
輪
測
定

9:00

始
業

課
内
で
朝
礼
を
行
い
連
絡
事
項
を
共
有
し
た
後
、
チ
ー
ム

ご
と
に
分
か
れ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

8:30

出
社

作
業
着
に
着
替
え
、
そ
の
日
の
業
務
を
確
認
す
る

11:00

床
下
検
査

全
車
両
の
電
源
を
落
と
し
、
床
下
に
あ
る
装
置
を
点
検
。

摩
耗
部
品
の
減
り
が
大
き
い
場
合
は
交
換
す
る

9:45

機
能
検
査

非
常
通
報
装
置
や
運
転
台
か
ら
の
操
作
が
各
車
両
に
正
常

に
働
い
て
い
る
か
確
認

齋
藤 

悠
介
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

　

鉄
道
や
飛
行
機
、
車
な
ど
、
乗
り
物

に
関
わ
る
仕
事
は
、
常
に
人
の
命
を
預

か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
、
緊
張
感
を
も
っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
安

全
な
運
行
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
作

業
中
の
け
が
な
ど
か
ら
自
分
自
身
を
守

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

私
は
、
高
校
生
の
時
に
野
球
部
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
や
先
輩
へ
の
ハ
キ
ハ
キ
と
し
た

あ
い
さ
つ
、
礼
儀
の
大
切
さ
を
学
び
、

今
の
仕
事
に
も
生
き
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
社
会
に
出
る
前
に
様
々

な
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
部
活
や

委
員
会
活
動
、
学
校
外
の
活
動
、
何
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
に
、
社
会

人
に
な
っ
て
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
生
か
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
自
分
の
世

界
が
広
が
る
こ
と
で
就
職
先
の
選
択
に

も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

交換部品を取り付けた後は、見落としが無いように２
人の検査員の目でチェックする

同センターでは、新幹線の軌道・電気設備・信号設備を検査する「East-i」
の交番検査も行う。東海道・山陽新幹線で活躍する「ドクターイエロー」同
様、めったに見ることのできない車両である

車輪の厚さを特殊な測定器具を使って計測し、ゆがみ
などがないか確かめる

17 両編成の新幹線まで入線できる検査場の構内はと
ても広いため、自転車で移動することがある

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の
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事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
を
再
生

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
が
主
力
製
品

　

同
社
は
、
仙
台
市
に
あ
る
本
社
工
場
の
ほ
か
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
の
自
社
工
場
と
秋
田
県
の
協
力

工
場
で
、
年
間
20
万
本
以
上
の
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ

ヤ
を
生
産
し
て
い
る
。
主
に
宅
配
業
や
運
送
業
で

活
躍
す
る
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
で
使
用
す
る
タ
イ
ヤ

を
手
掛
け
、
地
域
の
物
流
を
支
え
て
い
る
。

　

お
客
様
や
専
門
業
者
を
通
じ
て
集
め
た
台
タ
イ

ヤ
は
、
表
面
の
ゴ
ム
を
削
っ
て
形
状
と
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
た
後
、
独
自
に
開
発
し
た
溝
が
施
さ
れ
た

ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
が
巻
か
れ
る
。
間
に
は
、
シ
ー
ト

状
の
生
ゴ
ム
を
は
さ
み
、
こ
れ
を
圧
力
釜
で
加
熱

し
溶
か
す
こ
と
で
、
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
を
台
タ
イ
ヤ

に
装
着
さ
せ
る
。

　
「
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
の
溝
の
パ
タ
ー
ン
は
、
燃
費

向
上
や
雪
道
走
行
な
ど
、
用
途
や
目
的
に
応
じ
た

数
種
類
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
で
特
に
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
は
、
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
で
す
」
と
佐
々
木
さ
ん
は
話
す
。

　

東
北
地
方
で
運
用
し
て
い
る
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

の
多
く
は
、
雪
が
解
け
て
も
夏
タ
イ
ヤ
へ
の
履
き

替
え
を
行
わ
ず
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
１
年

で
履
き
つ
ぶ
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
の
交
換
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
直
前
の

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
工
場
は
と
て
も
忙
し

く
な
る
と
い
う
。

　
「
こ
の
時
期
は
、
設
備
も
人
員
も
フ
ル
稼
働
で

タ
イ
ヤ
の
製
造
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
は
ま
だ
、
み

な
さ
ん
の
よ
う
に
早
く
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
が
、
慎
重
か
つ
正
確
な
仕
事
で
貢
献
す
る

た
め
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
」

初
め
て
経
験
す
る
も
の
づ
く
り

苦
労
を
重
ね
て
技
術
を
磨
く

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
震
災
直
後
の
２
０
１
１
年
夏

に
同
社
へ
入
社
し
た
。
津
波
の
被
害
か
ら
復
旧
し

た
本
社
工
場
が
、
操
業
を
再
開
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
。

　

ゴ
ム
を
貼
り
付
け
た
台
タ
イ
ヤ
を
圧
力
釜
に
入

れ
る
前
に
、
タ
イ
ヤ
の
形
状
を
保
持
す
る
部
品
な

ど
を
装
着
す
る
「
リ
ム
組
み
」
と
呼
ば
れ
る
作
業

や
、
完
成
し
た
製
品
を
ト
ラ
ッ
ク
で
お
客
様
の
も

と
へ
配
送
す
る
作
業
に
携
わ
っ
た
佐
々
木
さ
ん
は
、

一
昨
年
の
春
に
貼
付
け
工
程
を
担
当
す
る
こ
と
に

経
済
面
と
環
境
面
に
優
れ
た

再
生
タ
イ
ヤ
の
貼
付
け
工
程
を
担
う

　

リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
と
は
、
走
行
に
よ
り
路
面

に
接
す
る
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
の
溝
が
摩
耗
し
た
タ
イ

ヤ
に
、
新
し
い
ゴ
ム
を
貼
り
付
け
て
再
利
用
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

新
品
に
交
換
す
る
よ
り
も
、
低
コ
ス
ト
で
タ
イ

ヤ
の
機
能
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
う
え
、

タ
イ
ヤ
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ム
の
原

料
で
あ
る
石
油
な
ど
の
資
源
節
約
や
製
造
の
際
に

排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
の
削
減
、
廃
タ
イ
ヤ
の
削

減
な
ど
環
境
面
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
こ

う
し
た
点
か
ら
、
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
は
多
く
の

バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
、
建
設
車
両
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
。

　

物
流
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
が
行
き

交
う
仙
台
港
の
近
く
に
、
弘
進
リ
ト
レ
ッ
ド
株
式

会
社
の
本
社
工
場
は
建
つ
。
製
造
部
門
の
佐
々
木

浩
治
さ
ん
は
、
ゴ
ム
が
摩
耗
し
一
旦
寿
命
を
終
え

た
「
台
タ
イ
ヤ
」
に
新
し
い
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
を
貼

り
付
け
る
工
程
を
担
当
し
て
い
る
。

　
「
台
タ
イ
ヤ
に
巻
く
ゴ
ム
の
つ
な
ぎ
目
を
合
わ

せ
る
作
業
が
一
番
難
し
い
で
す
ね
。
後
の
工
程
で

圧
力
釜
の
中
で
ゴ
ム
を
装
着
さ
せ
る
の
で
す
が
、

そ
の
際
の
熱
で
ゴ
ム
が
収
縮
す
る
こ
と
も
考
慮
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」

　

き
つ
く
巻
き
過
ぎ
る
と
、
収
縮
し
た
ゴ
ム
が
つ

な
ぎ
目
か
ら
離
れ
や
す
く
な
り
、
ゆ
る
過
ぎ
る
と

台
タ
イ
ヤ
か
ら
剥は

が
れ
や
す
く
な
る
。
ト
レ
ッ
ド

ゴ
ム
を
巻
く
加
減
は
、「
作
業
者
の
経
験
と
勘
が

頼
り
で
す
」
と
佐
々
木
さ
ん
は
説
明
す
る
。

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
創 業
従 業 員 数
事 業 内 容

企 業 理 念

企業情報

弘進リトレッド株式会社
／仙台市宮城野区中野字掃沼 69 
　TEL 022-387-2166
　FAX 022-387-2167 
／西井　英正
／4,000 万円
／1974 年 5 月
／ 28 人（仙台工場：2017 年 8 月現在）
／プレキュア式及び HOT 式更生タイヤの製造・販売、

その他新品タイヤ・中古タイヤの販売
／私たちは新しい価値の創造で豊かな暮らしを実現し

ます

高品質の再生タイヤで
地域の交通と物流に貢献する
製造

佐
さ

々
さ

木
き

 浩
こ う

治
じ

さん（39 歳）
弘進リトレッド株式会社（仙台市）

仕事
図鑑

C A S E   
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リトレッドタイヤの製造工程（プレキュア方式）
　リトレッドタイヤは、あらかじめ溝

の加工を施したトレッドゴムを装着す

る「プレキュア方式」と、生ゴムを貼

り付けた後に金型に入れて溝を付ける

「リ・モールド方式」があり、同社で

はプレキュア方式を採用しています。

　再生したタイヤは、厳しい検査を通

過した後に、再び車の安全な走行を守

ります。

①台タイヤの検査
目視による穴や損傷の確認をした後、特殊な検
査機でタイヤに電気を通して、目に見えない小
さな穴も見逃さないようにする

②研磨
台タイヤの表面のゴムを機械で削り取り、タイ
ヤのバランスを取りながら一定のサイズと形状
に整える

④加硫
タイヤを圧力釜に入れ、99℃の温度で台タイヤ
にトレッドゴムを装着させる。釜の圧力や温度
は自動でコントロールされ、均一な加硫が可能

⑤最終検査
熟練の技術者の目で製品の外観・品質をチェッ
ク。空気が充填され耐久テストをクリアすれば、
高品質のリトレッドタイヤが完成する

③貼付け
同社で独自開発した貼付け機（オートマチック
ビルダー）を使って、台タイヤにトレッドゴム
を巻き付ける

台タイヤに新しいトレッドゴムを巻く佐々木浩治さん

感
性
を
働
か
せ
な
が
ら

絶
妙
な
巻
き
加
減
を
見
極
め
る
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な
っ
た
。
製
品
の
品
質
に
直
結
す
る
重
要
な
工
程

を
任
さ
れ
た
佐
々
木
さ
ん
は
、
初
め
て
経
験
す
る

貼
付
け
作
業
に
戸
惑
い
の
連
続
だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
小
さ
な
ゴ
ミ
で
あ
っ
て
も
、
接
着
面
に
付
着

す
る
と
ゴ
ム
が
剥
が
れ
て
し
ま
う
原
因
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
効
率
よ
く
作
業
を
進
め
な
が
ら
、

ち
ょ
っ
と
し
た
異
変
も
見
逃
さ
な
い
正
確
な
作
業

が
求
め
ら
れ
ま
す
」

　

同
社
が
手
掛
け
る
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
は
大
き

な
も
の
で
、
一
本
数
十
キ
ロ
に
な
る
も
の
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
自
衛
官
や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
な

ど
を
経
験
し
、
体
力
に
自
信
が
あ
っ
た
佐
々
木
さ

ん
で
あ
っ
た
が
、
想
像
以
上
に
力
が
必
要
な
作
業

だ
と
感
じ
た
。
何
よ
り
驚
い
た
の
は
、
工
程
を
滞

ら
せ
な
い
た
め
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
作
業
を
進
め

る
先
輩
た
ち
の
姿
だ
っ
た
。
上
司
が
つ
き
っ
き
り

で
作
業
を
教
え
て
く
れ
た
が
、
何
度
も
失
敗
し
巻

き
直
し
を
繰
り
返
し
た
。

　

不
安
と
焦
り
に
駆
ら
れ
た
佐
々
木
さ
ん
は
、
上

司
や
先
輩
か
ら
「
私
た
ち
が
カ
バ
ー
す
る
か
ら
、

焦
ら
ず
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
巻
け
ば
い
い
」
と
声

を
掛
け
ら
れ
た
。
そ
の
心
遣
い
が
励
み
と
な
っ
て
、

自
身
の
成
長
を
後
押
し
し
た
と
い
う
。

　

現
在
は
貼
付
け
工
程
の
ほ
か
、
忙
し
い
時
期
に

は
、
リ
ム
組
み
作
業
や
圧
力
釜
か
ら
タ
イ
ヤ
を
出

し
入
れ
す
る
作
業
と
い
っ
た
後
工
程
の
フ
ォ
ロ
ー

に
回
る
こ
と
も
あ
る
。

　
「
様
々
な
作
業
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
、
も
の

づ
く
り
の
醍
醐
味
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
」
と

佐
々
木
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
た
。

地
域
で
目
に
す
る
製
品
に
感
激

仕
事
へ
の
達
成
感
と
責
任
感
を
抱
く

　
「
こ
の
職
業
に
就
い
て
か
ら
は
、
自
分
が
作
っ

た
製
品
が
使
わ
れ
て
い
な
い
か
気
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
佐
々
木
さ
ん
は
、
町
で
宅
配
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
を
見
か
け
る
と
、
つ
い
タ
イ
ヤ
に
目
が
向

い
て
し
ま
う
と
い
う
。

　
「
今
で
は
、
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
か
ど
う
か
、

瞬
時
に
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
溝
の
形
状

ま
で
確
認
で
き
れ
ば
、
自
社
製
品
か
ど
う
か
も
わ

か
る
ん
で
す
よ
」

　

こ
う
し
て
実
際
に
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
を
履
い

て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
を
見
か
け
た
と
き
、
仕
事
に
対

す
る
達
成
感
と
充
実
感
を
抱
く
と
い
う
。
佐
々
木

さ
ん
は
、「
世
の
中
の
物
流
の
安
全
を
支
え
て
い

る
と
い
う
責
任
感
で
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
」
と
続
け
た
。

　
「
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
は
、
一
般
に
は
ま
だ
ま

だ
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
環
境
に
優
し
い
タ
イ
ヤ

と
し
て
知
名
度
が
上
が
り
、
更
に
普
及
し
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
佐
々

木
さ
ん
。
リ
ト
レ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
の
可
能
性
と
未
来

に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
ひ
た
む
き

に
タ
イ
ヤ
へ
新
た
な
命
を
吹
き
込
ん
で
い
く
。

　

佐
々
木
君
は
と
て
も
真
面
目
で
、
黙
々
と
仕
事
に
取
り
組
む
姿

を
評
価
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
そ
の
真
面
目
さ
が
あ
だ
と
な
っ
て
、

作
業
が
遅
れ
て
い
る
と
き
に
焦
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、

そ
の
点
は
注
意
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

焦
る
こ
と
で
作
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
製
品
の
品
質
低
下
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
時
で
も
冷
静
な
気
持
ち
を

も
っ
て
、
正
確
な
作
業
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
っ
と

仲
間
や
先
輩
に
甘
え
て
も
良
い
の
で
、
自
分
自
身
の
ペ
ー
ス
で
着

実
に
技
術
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
。

　

入
社
以
来
、
貼
付
け
工
程
や
後
工
程
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
様
々
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
経
験
し
て
い
る
佐
々
木
君
に
は
、
更
に
キ
ャ
リ
ア

を
積
ん
で
、
ど
ん
な
工
程
で
も
安
心
し
て
任
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
人
材
に
成
長
し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

６
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
て
、
後
輩
の
指
導
・
育
成
に
も
参

加
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

焦
ら
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
成
長
し
て
ほ
し
い

経
験
生
か
し
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
な
活
躍
に
期
待

仙台工場
課長

高橋 将志さん

C A S E   
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仕事
図鑑

高品質の再生タイヤで
地域の交通と物流に貢献する
製造

佐 木々 浩治さん（39 歳）
弘進リトレッド株式会社（仙台市）

上司 に
聞
く

トレッドゴムの表面を保護するために、透明なシートを
かぶせて、貼付け工程の作業は完了する

溝のパターンがずれないようにゴムのつなぎ目を貼り合
わせる。熱による収縮を考慮して少し余裕を持たせる

台タイヤとトレッドゴムの接着面には、あらかじめ接
着剤が吹き付けてある。貼付け工程では、加熱前の
仮止めが行われる

12:45

貼
付
け
作
業
（
続
き
）

午
前
中
に
行
っ
て
い
た
作
業
を
再
開
す
る

13:30

リ
ム
組
み
作
業
の
フ
ォ
ロ
ー

圧
力
釜
で
加
熱
す
る
際
に
、
台
タ
イ
ヤ
の
形
状
が
崩
れ
な

い
よ
う
に
、
部
品
や
カ
バ
ー
を
装
着
す
る

15:30

加
硫
作
業
の
フ
ォ
ロ
ー

リ
ム
組
み
を
終
え
た
台
タ
イ
ヤ
を
圧
力
釜
に
入
れ
た
り
、

加
硫
が
終
わ
っ
た
台
タ
イ
ヤ
を
釜
か
ら
出
し
た
り
す
る

持
ち
場
周
辺
を
清
掃
し
て
か
ら
退
社
す
る

17:45

退
社

8:00

出
社

12:00

昼
食

休
憩
室
で
愛
妻
弁
当
を
食
べ
る

10:30

資
材
の
搬
入

製
造
す
る
タ
イ
ヤ
の
種
類
を
切
り
替
え
る
た
め
、
必
要
な

資
材
を
搬
入
す
る

8:30

朝
礼

全
体
で
朝
礼
を
行
い
、
作
業
の
注
意
事
項
や
連
絡
事
項
な

ど
を
社
員
で
共
有
す
る

8:40

貼
付
け
作
業

台
タ
イ
ヤ
に
ト
レ
ッ
ド
ゴ
ム
を
巻
い
て
貼
り
付
け
て
い
く

佐
々
木 

浩
治
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

　

こ
の
会
社
の
求
人
を
見
つ
け
た
と
き
、

私
は
こ
れ
ま
で
未
経
験
だ
っ
た
も
の
づ
く

り
の
職
種
に
就
く
こ
と
に
少
し
不
安
で
し

た
。
し
か
し
、「
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ

う
！
」
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
で
就

職
を
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
６
年
が
経

ち
、
当
時
の
選
択
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
就
職
を
考
え
る
み
な
さ
ん
の

中
に
は
、
自
分
が
希
望
す
る
職
種
の
企
業

と
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

就
職
し
て
か
ら
「
思
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ

が
違
っ
た
」
と
感
じ
た
り
す
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
最
初
か
ら
理
想
の
仕
事
に

就
け
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
そ
う
で
な
く
て
も
前
向
き
な
気
持
ち

で
仕
事
に
打
ち
込
み
、
ス
キ
ル
を
磨
い
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
経
験
が
、

後
に
な
っ
て
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
が
き
っ

と
あ
る
は
ず
で
す
か
ら
。

重いタイヤの持ち上げや移動には、器具や装置を使用
するが、それでも体力が必要な作業である

加熱した製品を圧力釜から取り出す。このように、製造
をスムーズに進めるため、後工程を手伝うこともある

フォークリフトを使って製品を運搬する。完成品は、
名取市内にある倉庫に運び保管する

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

　

交
通
イ
ン
フ
ラ
に
関
連
す
る
も
の
づ
く
り

や
点
検
整
備
の
仕
事
で
は
、
乗
り
物
の
運
転

者
や
乗
客
な
ど
人
の
命
を
守
る
た
め
、
厳
し

い
検
査
基
準
の
も
と
で
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
よ
り
慎
重
で
正
確
な
仕
事

が
求
め
ら
れ
る
。

　

製
品
の
不
良
が
、
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
タ
イ
ヤ
製
造
を
担
う
佐
々
木
さ

ん
も
、
安
全
で
高
品
質
な
製
品
を
作
る
た
め
、

一
つ
一
つ
の
作
業
を
慎
重
に
行
う
よ
う
に
心

掛
け
て
い
る
。

こ
こ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
ポ
イ
ン
ト
！
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飛
行
訓
練
機
の
整
備
一
筋

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
育
成
を
陰
で
支
え
る

　
「
こ
の
機
体
は
、
エ
ア
ラ
イ
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
を

養
成
す
る
航
空
大
学
校
で
、
訓
練
機
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
将
来
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
卵
た
ち
が
、
安
心
し
て
飛
行
訓
練
を
行

う
姿
を
思
い
描
い
て
、
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」

　

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
乗
り
込
み
、
航
空
整
備
士
の

藤
田
渉
さ
ん
は
こ
う
語
っ
た
。

　

仙
台
空
港
に
隣
接
す
る
航
空
大
学
校
仙
台
分
校

で
は
、
エ
ア
ラ
イ
ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
た
め
の

最
終
の
飛
行
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。
株
式
会
社

ジ
ャ
ム
コ
で
働
く
藤
田
さ
ん
は
、
入
社
以
来
25
年

近
く
、
航
空
大
学
校
の
訓
練
機
の
点
検
整
備
を
手

掛
け
て
き
た
経
験
豊
富
な
航
空
整
備
士
だ
。

　
「
私
は
教
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
訓
練
生
と

は
日
々
の
会
話
や
整
備
に
関
す
る
質
問
へ
の
対
応

を
通
し
て
信
頼
関
係
を
築
き
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ

ん
の
訓
練
生
の
卒
業
を
見
送
っ
て
き
ま
し
た
」
と

藤
田
さ
ん
は
目
を
細
め
た
。

　

同
社
は
、
航
空
機
の
総
合
企
業
と
し
て
、
航
空

機
整
備
、
航
空
機
器
製
造
、
航
空
機
内
装
品
製
造
、

航
空
機
シ
ー
ト
製
造
の
４
分
野
で
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。
中
で
も
、
航
空
機
整
備
事
業
は
、
創
業

以
来
60
年
以
上
続
く
歴
史
の
あ
る
分
野
で
、
旅
客

機
の
ほ
か
、
警
察
や
海
上
保
安
庁
、
自
衛
隊
の
飛

行
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
い
っ
た
航
空
機
の
安
全

な
飛
行
を
支
え
て
き
た
。

求
め
ら
れ
る
迅
速
か
つ
正
確
な
点
検
整
備

長
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
人
材
育
成
に
生
か
す

　

訓
練
機
の
日
常
点
検
は
、
１
日
３
回
。
朝
一
番

に
行
う
「
飛
行
前
点
検
」、
午
前
中
の
飛
行
訓
練

か
ら
戻
っ
て
き
た
機
体
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
飛
行

間
点
検
」、
そ
し
て
１
日
の
最
後
に
行
う
「
飛
行

後
点
検
」
が
あ
る
。
機
体
に
損
傷
が
な
い
か
、
燃

料
が
補
給
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、チ
ェ
ッ

ク
・
シ
ー
ト
に
従
い
点
検
項
目
を
確
認
し
て
い
く
。

　
「
フ
ラ
イ
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま
っ
て
い

る
の
で
、
各
点
検
は
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
終
わ

ら
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
機
体
の
わ
ず
か
な

変
化
も
見
逃
す
こ
と
な
く
、
い
か
に
素
早
く
点
検

す
る
か
。
と
て
も
集
中
力
の
必
要
な
作
業
で
す
」

と
藤
田
さ
ん
は
話
し
た
。

　

訓
練
機
が
飛
び
立
っ
た
後
は
、
50
時
間
点
検
や

１
０
０
時
間
点
検
な
ど
飛
行
時
間
ご
と
に
実
施
す

る
定
時
点
検
を
行
う
。
機
体
内
部
の
装
置
や
エ
ン

ジ
ン
に
異
常
が
な
い
か
、
飛
行
に
必
要
な
機
能
が

正
常
に
作
動
す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

　
「
機
体
の
不
具
合
は
、
様
々
な
要
因
が
複
合
し

て
起
こ
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。
若
い
頃
は
、
専

門
学
校
で
学
ん
で
き
た
知
識
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
ト
ラ
ブ
ル
を
数
多
く
経
験
し
ま
し
た
」

　

こ
う
振
り
返
る
藤
田
さ
ん
は
、
点
検
作
業
の
注

意
点
や
不
具
合
の
対
処
法
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、

社
内
で
共
有
し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
こ
れ
ま
で
培
っ
た
技
術
と
経
験
を
若
手
に
伝

え
、
一
人
前
の
航
空
整
備
士
と
し
て
育
て
て
い
き

た
い
」
と
語
る
藤
田
さ
ん
。
今
日
も
訓
練
機
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
と
後
進
の
育
成
に
力
を
注
ぐ
。

機体の安全を守る
航空整備のスペシャリスト
航空機整備

藤
ふ じ

田
た

　渉
わたる

さん（45 歳）
株式会社ジャムコ　航空機整備事業部　機体整備工場（岩沼市）

企業情報

株式会社ジャムコ
／本社：東京都立川市高松町 1-100
　航空機整備事業部　機体整備工場：
　　　　岩沼市下野郷字新拓 70（仙台空港内）
　　　　TEL 0223-22-2126　FAX 0223-22-6009
　https://www.jamco.co.jp/
／大喜多 治年
／ 53.6 億円
／1955 年 9 月
／167人（機体整備工場：2017 年 8 月現在）
／航空機内装品製造・航空機シート製造・航空機器

製造事業・航空機整備
／技術のジャムコは、士魂の気概をもって
　一、夢の実現にむけて挑戦しつづけます。
　一、お客様の喜びと社員の幸せを求めていきます。
　一、  自然との共生をはかり、豊かな社会づくりに貢

献します。

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

経 営 理 念

　

航
空
整
備
士
と
し
て
働
く
に
は
、
航
空

機
の
し
く
み
や
構
造
を
は
じ
め
、
航
空
機

の
点
検
・
整
備
・
補
修
に
関
す
る
様
々
な

知
識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
国
家

資
格
で
あ
る
「
航
空
整
備
士
」
を
取
得
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
私
の
よ
う

に
、
航
空
専
門
学
校
に
進
学
し
て
、
知
識

や
技
術
を
学
び
な
が
ら
二
等
航
空
整
備
士

の
取
得
を
目
指
す
の
が
通
常
で
す
。

　

そ
の
後
、
航
空
会
社
や
航
空
整
備
会
社

な
ど
に
就
職
し
て
、
機
体
の
整
備
の
経
験

を
積
み
、
一
等
航
空
整
備
士
の
資
格
取
得

に
挑
戦
し
ま
す
。
一
等
航
空
整
備
士
に
な

る
と
、
エ
ア
ラ
イ
ン
で
活
躍
し
て
い
る
大

型
機
の
整
備
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

航
空
専
門
学
校
は
、
宮
城
県
内
に
も
あ

り
ま
す
。
航
空
機
や
航
空
整
備
士
に
興
味

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
将
来
私
た
ち

と
共
に
安
全
な
フ
ラ
イ
ト
を
支
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

1

2

3

航空大学校仙台分校で使用する訓練機のコックピットに乗り、点検
作業する藤田渉さん
訓練機は、飛行や操縦に関わる様々な情報をディスプレイに集約表
示した「グラスコックピット」を搭載。エアラインで運行する旅客機
とほぼ同じ機能を備え、実践同様の飛行訓練が可能だ
航空機の定時点検は、複数の機体を分担して行う。藤田さんはチー
ムのリーダーとして整備士たちをまとめる

ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
送
り
出
し

フ
ラ
イ
ト
の
無
事
を
祈
る

3

2

12:15

飛
行
間
点
検

午
前
中
の
フ
ラ
イ
ト
を
終
え
戻
っ
て
き
た
訓
練
機
を
出
迎
え
、
午

後
の
フ
ラ
イ
ト
ま
で
に
点
検
す
る

12:45

定
時
点
検
（
続
き
）

訓
練
機
が
飛
び
立
っ
た
後
、
定
時
点
検
作
業
を
再
開
す
る

16:30

飛
行
後
点
検

１
日
の
フ
ラ
イ
ト
を
終
え
た
訓
練
機
を
点
検
す
る

16:45

退
社

翌
日
飛
行
す
る
機
体
の
フ
ラ
イ
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
確
認
し

て
お
く

7:30

飛
行
前
点
検

出
社
後
に
航
空
大
学
校
の
格
納
庫
に
向
か
い
、
そ
の
日
に
使
用
す

る
訓
練
機
を
点
検
す
る

8:30

朝
礼

全
体
で
朝
礼
を
行
っ
た
後
、
航
空
大
学
校
担
当
の
チ
ー
ム
で
集
ま

り
、
作
業
内
容
な
ど
を
共
有
す
る

11:30

昼
食

滑
走
路
の
様
子
が
見
渡
せ
る
ス
タ
ン
バ
イ
ル
ー
ム
で
愛
妻
弁
当
を

食
べ
る

8:45

定
時
点
検

訓
練
機
が
飛
び
立
っ
た
後
、
定
時
点
検
す
る
機
体
の
点
検
整
備
を

行
う

藤
田 

渉
さ
ん
の 

あ
る
1
日

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

始業前にチームで集まり、作業内容や注意点について
情報を共有する

車輪の取り付け部分をライトで照らし、目視で状態を
点検する

若手整備士に点検整備の注意点を伝える。後進の育成
も藤田さんの役割である

プロペラを動かすエンジンを覆うカバーを外
して、エンジンの状態を点検する

1
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大
型
重
機
を
自
在
に
操
作
し
て

砕
石
の
採
掘
や
出
荷
を
手
掛
け
る

　

福
島
県
境
に
ほ
ど
近
い
次
郎
太
郎
山
の
南
側

に
、
東
京
石
灰
工
業
株
式
会
社
の
丸
森
工
場
が
あ

る
。
同
社
は
、
関
東
や
東
北
に
あ
る
拠
点
で
、
鉱

物
や
砕
石
な
ど
を
生
産
し
、
丸
森
工
場
で
は
年
間

約
60
万
ト
ン
の
砕
石
を
生
産
し
て
い
る
。
玄
武
岩

由
来
の
硬
質
で
良
質
な
砕
石
は
、
道
路
の
舗
装
や

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
、
線
路
の
下
に
敷
く
バ

ラ
ス
ト
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

あ
る
夏
の
日
、
お
よ
そ
55
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

広
大
な
敷
地
で
、
数
台
の
オ
フ
ロ
ー
ド
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
が
、
採
石
現
場
と
砕
石
プ
ラ
ン
ト
の
間
を

往
復
し
て
い
た
。
タ
イ
ヤ
の
直
径
が
１
８
０
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
る
、
大
型
ダ
ン
プ
か
ら
降

り
て
き
た
の
は
佐
藤
知
之
さ
ん
だ
。

　
「
小
学
生
の
と
き
、
巨
大
な
オ
フ
ロ
ー
ド
ダ
ン

プ
が
走
る
姿
を
テ
レ
ビ
で
見
て
以
来
、
自
分
も

乗
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
夢
が
か
な

い
、
毎
日
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

軽
や
か
な
足
取
り
で
再
び
運
転
席
に
乗
り
込
ん
だ
。

　

佐
藤
さ
ん
の
仕
事
は
、
早
朝
の
出
荷
作
業
か
ら

始
ま
る
。
毎
日
数
百
台
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
が
、

道
路
工
事
や
建
設
工
事
で
使
用
す
る
砕
石
を
運
ぶ

た
め
、
宮
城
県
内
や
福
島
県
内
か
ら
次
々
と
工
場

に
や
っ
て
く
る
。
佐
藤
さ
ん
は
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
ー
を
操
作
し
て
、
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に

砕
石
を
順
番
に
積
み
込
ん
で
い
く
と
い
う
。

　
「
工
事
の
開
始
時
刻
に
砕
石
を
間
に
合
わ
せ
る

た
め
、
出
荷
作
業
は
朝
早
く
か
ら
行
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
砕
石
を
積
み
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

に
向
か
う
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
っ
た
後
、
原

石
の
採
掘
が
始
ま
り
ま
す
」

採
掘
作
業
の
現
場
責
任
者

被
災
地
の
復
旧
復
興
に
や
り
が
い
感
じ
る

　

丸
森
町
出
身
の
佐
藤
さ
ん
は
、
地
元
の
高
校
を

卒
業
後
に
同
社
に
入
社
。
ま
ず
は
、
採
掘
し
た
原

石
を
運
搬
す
る
た
め
、
オ
フ
ロ
ー
ド
ダ
ン
プ
の
運

転
技
術
を
学
ん
だ
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
夢
の
実
現

に
感
激
し
た
佐
藤
さ
ん
で
あ
っ
た
が
、
大
型
車
の

操
作
は
想
像
以
上
に
難
し
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
大
型
の
重
機
は
死
角
が
多
く
、
右
左
折
や
後

退
す
る
と
き
に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

助
手
席
に
座
る
先
輩
か
ら
、
数
を
乗
っ
て
体
で
感

覚
を
つ
か
む
し
か
な
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

必
死
に
練
習
し
ま
し
た
」

　

そ
の
後
も
、
砕
石
の
出
荷
や
原
石
の
積
込
み
作

業
を
通
し
て
様
々
な
重
機
を
扱
え
る
よ
う
に
な
っ

た
佐
藤
さ
ん
。
入
社
17
年
目
の
現
在
は
、
現
場
責

任
者
と
し
て
採
石
作
業
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
。

重
機
に
乗
っ
て
作
業
し
て
い
る
間
、
ほ
か
の
社
員

か
ら
無
線
を
通
じ
て
届
く
ト
ラ
ブ
ル
や
判
断
を
仰

ぐ
連
絡
に
、
的
確
な
指
示
を
送
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
復
興

に
係
る
様
々
な
事
業
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
ほ
ど
多
忙
な
日
々
が
続
い
た
が
、
新
聞

や
テ
レ
ビ
で
見
聞
き
す
る
、
被
災
地
の
道
路
や
鉄

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
開
通
に
最
高
の
喜
び
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
、
人
の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
事

だ
と
肝
に
銘
じ
て
、
最
高
品
質
の
製
品
を
お
客
様

に
届
け
て
い
き
た
い
」
と
佐
藤
さ
ん
は
力
強
く

語
っ
た
。

交通インフラの礎を築く
良質な砕石を生産
製造

佐
さ

藤
と う

 知
と も

之
ゆ き

さん（35 歳）
東京石灰工業株式会社　丸森工場（丸森町）

企業情報

東京石灰工業株式会社
／本社：東京都中央区日本橋茅場町 2-2-1 
　丸森工場：伊具郡丸森町字川田島 14-1
　　　　　　TEL 0224-72-2571　FAX 0224-72-2353
　https://toseki.com/
／菊池 宏行
／ 3,000 万円
／1941 年 8 月
／11 人（丸森工場：2017 年 4 月現在）
／鉱業・砕石業及び土石採取業、 砕石・その他建設資材の製造販

売業、各種石灰の製造販売 他
／一、  企業は社会の公器として事業を通し社会に貢献し、適正な利

益を享受する。
　一、  企業はすべての関係先との共存共栄を考えることで永続的

発展をすることができる。
　一、  企業は働く者が私心を捨て打ち込むことで成長することがで

きる。
　一、企業の最大の目的は社会に選ばれ続けることである。
　一、企業経営は「永続性」の追求である。

所 在 地

代表取締役社長
資 本 金
設 立
従 業 員 数
事 業 内 容

経 営 理 念

　

岩
石
を
採
掘
す
る
仕
事
は
、
様
々
な
重

機
の
運
転
免
許
の
ほ
か
に
、
岩
盤
を
爆
破

す
る
際
に
必
要
な
資
格
や
、
採
石
現
場
の

事
業
管
理
に
必
要
な
資
格
な
ど
様
々
な
資

格
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の
資
格
は
、
会

社
に
就
職
し
て
か
ら
キ
ャ
リ
ア
に
応
じ
て

取
得
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
自
分
自
身

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
成
長
を
感
じ
、
仕
事

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
な
り
た
か
っ

た
職
種
の
仕
事
に
地
元
で
就
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
、
知
り
合
い
に
会

社
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
就
職
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
中
に
も
、
地
元
で
就
職
し

た
い
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
両
親
や
親

類
、
先
輩
な
ど
か
ら
地
元
企
業
に
つ
い
て
、

日
ご
ろ
か
ら
た
く
さ
ん
の
情
報
を
集
め
て

お
く
と
、
思
わ
ぬ
地
元
企
業
と
巡
り
合
う

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

1

2

3

40トンオフロードダンプトラックに乗り込む佐藤知之さん
死角が多い大型オフロードダンプで安全に走行するため、常に緊張
感をもって運転する
道路工事に使う主力製品。同工場では、粒の大きさや品質が異なる
十数種類の砕石を生産し、お客様の多様なニーズに応えている

ま
ち
の
未
来
を
思
い
描
い
て

安
全
な
操
業
を
心
掛
け
る

3

2

12:00

昼
食

採
石
現
場
に
あ
る
休
憩
所
で
弁
当
を
食
べ
る

13:00

業
務
再
開

採
石
現
場
で
作
業
を
再
開
。
岩
盤
に
火
薬
を
入
れ
爆
破
す
る
、
起

砕
作
業
を
手
伝
う
と
き
も
あ
る

16:30

退
社

翌
日
の
作
業
に
備
え
、
重
機
や
プ
ラ
ン
ト
の
点
検
整
備
を
済
ま
せ

て
か
ら
退
社
す
る

6:00

出
荷
作
業

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
を
使
っ
て
、
工
事
現
場
な
ど
に
製
品
を
運
ぶ
ダ

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
製
品
を
積
み
込
む

6:50

朝
礼

全
員
が
集
ま
り
、
各
自
の
作
業
内
容
を
確
認
す
る

7:30

積
込
み
・
運
搬
作
業

砕
い
た
原
石
を
オ
フ
ロ
ー
ド
ダ
ン
プ
に
積
み
込
み
、
砕
石
プ
ラ
ン
ト

ま
で
運
搬
す
る

7:00

作
業
の
準
備

油
圧
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
重
機
の
点
検
、
採
石
現
場
の
安
全
確
認
を

す
る

佐
藤 

知
之
さ
ん
の

 

あ
る
1
日

未
来
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
へ

ア
ド
バ
イ
ス

先
輩
か
ら
の

原石の積み込みを見守る。ダンプ同様、油圧ショベル
も巨大である

油圧ショベルを使って、同僚が運転するダンプに原石
を積み込む作業を行う

工場長（右）と打合せ。作業の状況を確認するため、現
場で行われることが多い

同社が所有する移動式破砕機は、メーカー
と共同開発した世界に１台しかない特注品だ

1

C A S E   

04
仕事
図鑑
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１. 材料に刃物を当て本体の形に加工する。材料には、天
然ゴムなどに硫黄を加え、長時間熱することで得られるエ
ボナイトを使う　２. 足踏み轆轤は、左右のペダルを踏む
たびに回転が逆転する。刃物を当てるタイミングが難しく、
熟練の技が求められる　３.「大橋堂」の万年筆は、ペン
先端の丸玉が特徴。どの方向からでも滑らかな書き味を生
み出す

万年筆職人の植原友一さん。仙台市中心部のマンションに工房を構える

問い合わせ

手作り万年筆の大橋堂

仙台市青葉区中央 3-8-5
新仙台駅前ビル 1008
TEL　022-266-2332

　

長
時
間
書
き
続
け
て
も
疲
れ
な
い
、
サ
ラ
サ
ラ

と
し
た
書
き
心
地
が
魅
力
の
万
年
筆
。
使
い
込
む

ほ
ど
に
持
ち
主
の
書
き
癖
に
馴
染
む
こ
と
か
ら
、

今
も
な
お
根
強
い
愛
用
者
が
い
る
。

　

仙
台
市
内
で
手
作
り
万
年
筆
を
手
掛
け
る
植
原

友
一
さ
ん
は
、
足
踏
み
轆ろ
く
ろ轤
で
材
料
を
削
り
上
げ
、

キ
ャ
ッ
プ
や
本
体
を
加
工
す
る
昔
な
が
ら
の
工
法

を
守
っ
て
い
る
。

　

足
踏
み
式
は
、
左
右
の
ペ
ダ
ル
を
交
互
に
踏
む

こ
と
で
轆
轤
の
回
転
が
生
ま
れ
る
。
植
原
さ
ん
は
、

「
踏
む
力
に
緩
急
を
つ
け
て
回
転
の
速
さ
を
自
在

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
美
し
く
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
す
。

　

祖
父
で
あ
る
先
代
の
も
と
で
、
25
年
ほ
ど
前
か

ら
本
格
的
に
万
年
筆
づ
く
り
を
学
び
始
め
た
。

　
「
人
か
ら
教
え
ら
れ
、
そ
の
真
似
を
し
て
も
良

い
も
の
を
作
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
技
術
は
経
験

を
重
ね
て
、
自
分
の
体
で
覚
え
て
い
く
も
の
」
と

先
代
に
言
わ
れ
た
植
原
さ
ん
。
夜
も
工
房
に
残
っ

て
、
本
体
の
削
り
や
ペ
ン
先
の
調
整
技
術
を
磨
い

た
と
い
う
。

　
「
自
分
が
こ
う
だ
と
思
っ
た
方
法
で
数
十
本
を

仕
上
げ
て
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
初
は
失
敗
作

だ
と
ほ
と
ん
ど
を
は
じ
か
れ
、『
材
料
が
も
っ
た

い
な
い
』
と
怒
鳴
ら
れ
ま
し
た
」

　

苦
し
い
修
業
時
代
を
送
っ
た
植
原
さ
ん
で
あ
っ

た
が
、
叱
ら
れ
る
数
は
次
第
に
減
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
職
人
気
質
の
先
代
か
ら
ほ
め
ら
れ
る

こ
と
は
な
く
、
表
情
や
反
応
を
頼
り
に
自
分
自
身

で
正
解
を
探
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
て
先
代
の
技
を
体
得
し
た
植
原
さ
ん
は
、

先
代
が
始
め
た
「
生
涯
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
無
料
」
の

サ
ー
ビ
ス
精
神
も
受
け
継
い
だ
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
、
持
ち
主
に
長
く
愛
さ
れ
る
万

年
筆
を
作
り
続
け
た
い
」。
植
原
さ
ん
は
そ
う
話

す
と
、
再
び
静
か
に
轆
轤
を
回
し
始
め
た
。

万
年
筆
製
造
工

12

3

Po r t r a i t  o f  S k i l l s

技
の
肖
像

の
肖
像

1１級放電加工技能士（数値制御形彫り放電加工作業）の松倉善彦工場長。「スキルアップのため、１級機械加工技能士の
取得にも挑戦したい」 と語る　2１級放電加工技能士（ワイヤ放電加工作業）の早川宏彰さん　3技能士の技術が光る精密
機械部品　4１級機械加工技能士（マシニングセンタ作業）の菊地弘樹さん

■企業情報
所在地：加美郡加美町鳥屋ヶ崎字泥坂屋敷 114-1  
TEL 0229-67-7026
FAX 0229-67-7028
http://www.trust-mecha.jp/ 

事業内容： 各種生産設備・電子部品製造装置・
各種治工具・精密機械部品の設計・製造・販売
技能士数：のべ 38 人（2017 年 7 月現在）
技能職種： 機械加工、放電加工、機械・プ
ラント製図、電気機器組立て・空気圧装置組
立て、仕上げ

4 3

少数精鋭の技能士が製品の信頼を守る

トラスト・メカ株式会社
（加美町）

1993 年創業。電子部品などの自動
化生産設備を設計から製造・組立・
制御まで一貫生産し、高性能化や
ローコスト化、短納期など取引先の
高いニーズに応える。ものづくりの
心・技・体を極め信頼される製品づ
くりに取り組む

　

社
員
35
人
に
対
し
て
、
技
能
士
は
６
職
種
の
べ
38
人
。
こ
の
数
字
が
物

語
る
よ
う
に
、
ト
ラ
ス
ト
・
メ
カ
株
式
会
社
で
は
、
社
員
の
技
術
力
向
上

を
目
指
し
、
技
能
士
資
格
の
取
得
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

受
検
希
望
者
は
、
休
日
を
利
用
し
て
社
内
で
学
科
試
験
の
勉
強
や
実
技

試
験
の
訓
練
が
可
能
。
同
社
の
技
能
士
が
講
師
を
務
め
、
実
技
試
験
の
訓

練
で
は
、
会
社
の
設
備
や
材
料
を
使
い
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
に
あ
た
る
。

受
検
に
係
る
手
続
き
を
す
べ
て
会
社
が
代
行
し
て
く
れ
る
こ
と
も
社
員
に

喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
会
社
の
手
厚
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
整
い
、
社
内
全
体
で
技
能
士

取
得
の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
若
い
社
員
も
積
極
的
に
技
能
士

取
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
２
０
０
９
年
に
同
社
で
初
め
て
技
能
士
と
な
っ
た
松

倉
善
彦
工
場
長
。
同
社
で
は
、
設
計
図
の
作
成
や
部
品
の
機
械
加
工
、
組

立
て
な
ど
す
べ
て
の
工
程
で
技
能
士
が
活
躍
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し

た
取
組
と
実
績
が
評
価
さ
れ
、
同
社
は
15
年
に
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
企
業
に

対
す
る
中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
会
長
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　
「
１
級
の
取
得
は
、
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
技
能
士
同
士
が
切
磋

琢
磨
し
、
技
術
力
の
更
な
る
底
上
げ
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
と
松
倉
工
場

長
は
期
待
を
寄
せ
る
。

2 1

放電加工技能士
放電加工に必要な知識や技能を持つことを証
明する国家資格を有する者。放電加工とは、
放電現象で生じる火花の熱により、金属材料
を加工する機械加工のことである

機械・プラント製図技能士
機械やプラントの図面を描く業務に必要な
知識や技能を持つことを証明する国家資格
を有する者。製図能力をはじめ、図面作成
時に必要な機械的知識、設計的知識が求め
られる

技能士MEMO

Report

育技能士を

てる。
宮城県内の企業には、優れた技術を持つ
多様な技能士が活躍する。宮城のものづ
くりを支える匠たちを、企業がどのように
育て、技を伝えているのかを紹介する。
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Voice

みやぎ
ものづくり女子

女性社員の声に
耳を傾けて
働きやすい環境を
整えています

専務取締役
佐々木恵美子さん

大
学
院
で
微
生
物
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
た
私
は
、
卒
業
後
も
地

元
で
微
生
物
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
こ

の
会
社
を
知
り
、「
こ
こ
だ
！
」
と
思
っ

て
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

最
初
は
品
質
管
理
部
門
で
、
み
そ
の

成
分
や
状
態
を
化
学
的
に
分
析
す
る
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。
分
析
の
仕
事

は
、
急
を
要
す
る
ケ
ー
ス
や
測
定
が
長

時
間
に
及
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
た
め
、

長
男
の
出
産
を
期
に
、
育
児
と
両
立
で

き
る
今
の
仕
事
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

次
男
の
保
育
所
が
見
つ
か
る
ま
で
は
、

み
そ
の
発
酵
状
態
を
在
宅
で
管
理
し
ま

し
た
。
工
場
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

送
ら
れ
て
く
る
情
報
を
も
と
に
、
必
要

な
作
業
内
容
を
電
話
や
メ
ー
ル
で
伝
え

ま
し
た
。

そ
し
て
、
国
家
資
格
で
あ
る
１
級
み

そ
製
造
技
能
士
の
検
定
に
挑
戦
。
子
ど

も
を
寝
か
し
つ
け
た
夜
も
、
試
験
勉
強

を
頑
張
り
、
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
県
内
の
女
性
で
は
24
年
ぶ
り
２

人
目
と
聞
き
、
驚
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
や

国
家
資
格
の
取
得
が
で
き
た
の
は
、
出

産
を
機
に
部
署
の
異
動
や
在
宅
勤
務
な

ど
で
、
柔
軟
に
対
応
し
て
く
れ
た
会
社

と
、
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
す
。

保
育
所
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、

仕
事
復
帰
が
で
き
な
い
な
ど
大
変
な

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は

今
以
上
に
女
性
が
働
き
や
す
い
社
会
に

な
る
は
ず
で
す
。
み
な
さ
ん
も
、
魅
力

あ
る
仕
事
を
見
つ
け
て
、
自
分
の
力
を

思
い
切
り
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。

み
そ
」
や
「
し
ょ
う
ゆ
」
を
作
る
と

き
に
欠
か
せ
な
い
の
が
麹
こ
う
じ

で
、
仙

台
味
噌
づ
く
り
に
は
、
麹
菌
と
呼
ば
れ
る

微
生
物
を
蒸
し
た
米
に
生
や
し
た
米
麹

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
蒸
し
た
大
豆
と
米

麹
、
塩
を
混
ぜ
た
み
そ
の
も
と
が
、
順
調

に
発
酵
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
の
が
私
の
役
割
で
す
。

仕
込
ん
だ
み
そ
は
、
大
き
な
２
ト
ン
タ

ン
ク
の
中
で
、
数
カ
月
間
発
酵
・
熟
成
さ

せ
る
こ
と
で
、
み
そ
独
特
の
風
味
や
う
ま

味
が
生
ま
れ
ま
す
。
麹
菌
や
酵
母
、
乳
酸

菌
と
い
っ
た
微
生
物
の
状
態
は
、
タ
ン
ク

ご
と
で
微
妙
に
違
う
た
め
、
定
期
的
に
み

そ
の
サ
ン
プ
ル
を
採
っ
て
発
酵
の
進
み
具

合
を
確
認
し
、
製
品
と
し
て
出
荷
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

味
の
キ
レ
や
う
ま
味
、
コ
ク
な
ど
は
数

値
で
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
人
の
感
覚

が
左
右
す
る
部
分
で
す
。
私
は
最
も
良
い

状
態
の
み
そ
を
お
客
様
の
も
と
へ
届
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
視
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
な
ど

を
働
か
せ
て
、
み
そ
の
状
態
に
目
を
光
ら

せ
て
い
ま
す
。
微
生
物
が
相
手
で
と
て
も

神
経
を
使
う
仕
事
で
す
が
、
良
い
み
そ
が

出
来
上
が
っ
た
時
の
や
り
が
い
と
喜
び
は

何
事
に
も
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

工
場
で
働
く
「
み
そ
製
造
技
能
士
」
は
、

大
豆
の
蒸
し
や
麹
づ
く
り
か
ら
、
仕
込

み
や
発
酵
の
確
認
、
み
そ
の
処

理
・
充
填
・
出
荷
ま
で
全
工
程

に
配
置
さ
れ
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
す
。
み
そ
の
す
べ
て
を
知

り
尽
く
し
た
先
輩
た
ち
の
も
と

で
、
更
に
知
識
と
技
能
を
向
上

さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

仙
台
味
噌
は
、
４
０
０
年
以

上
の
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

職
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

技
術
を
守
り
、
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
も
最
高
の
仙
台
味
噌
を
作
り

続
け
ま
す
。

400年の歴史と
伝統を今に伝える。
責任感とやりがいを
ひしひしと感じています！

仕事と家庭の両立、
キャリアアップ。
会社と家族の協力で
毎日充実しています！

　佐々木さんは、みその状態を見極める確かな目
を持ち、状況に応じた作業を判断する力がずば抜
けています。在宅でみその発酵の管理をお願いし
た時には、いつも的確な指示を送ってくれて大変
助かりました。
　１級技能士の資格も取得して、今後もますます
活躍してくれるはずです。堅実で誠実な仕事ぶり
で、これからも仙台味噌の伝統を守ってくれると
期待しています。
　工場にはたくさんの女性が働き、細やかな気配
りと丁寧な作業で最高品質のみそづくりを支えて
います。産休や育休の取得はもちろん、女性社員
が自分のライフステージに合わせて働くことがで
きるように、引き続き柔軟に対応していきたいと
考えています。

仙台味噌醤油株式会社
1919 年創業。「ジョウセン」のブランド名で知られる仙台
味噌の最大手。伊達政宗の時代から守り受け継がれた伝統の
技を伝えている

本社：仙台市若林区古城 1-5-1
TEL 022-286-3151
FAX 022-286-3163
わさび沢工場：大崎市松山金谷字山葵沢東 6-1
従業員数　46 人　／女性 22 人

（わさび沢工場：2017 年 8 月現在）

「

「仙台味
み

噌
そ

を作っています」
仙台味噌醤油株式会社（仙台市）

佐
さ

々
さ

木
き

 史
し

乃
の

さん
入社９年目
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スーパーなどで売られているものから、業務
用の製品まで、同社では 200 種類以上のみ
そ・しょうゆを手掛けている

製品によって熟成期間や加工方法が違うため、
みそ製造技能士はタンクの中のみその状態を
見極め、的確な判断をする重要な役割を担っ
ている

「日々、振り回されたり癒されたり。
男の子２人の育児、奮闘中です」



　

将
来
は
自
動
車
修
理
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
働

こ
う
と
考
え
て
い
た
高
橋
さ
ん
は
、
中
学
校
を
卒

業
後
に
定
時
制
工
業
高
校
に
進
学
し
た
。
昼
は
自

動
車
修
理
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
夜
は
高
校
で
勉
強
、

卒
業
と
同
時
に
資
格
を
取
っ
て
就
職
す
る
―
―
。

そ
ん
な
人
生
プ
ラ
ン
を
思
い
描
い
て
入
学
し
た
矢

先
に
、
先
生
か
ら
「
ア
ル
プ
ス
電
気
の
工
場
で
ア

ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
て
い
る
」
と
聞
い
た
。

　
「
仕
事
は
午
後
３
時
ま
で
。
こ
れ
な
ら
仕
事
も
勉

強
も
両
立
で
き
る
」
と
ア
ル
バ
イ
ト
の
採
用
試
験

に
応
募
。
同
社
で
研
削
加
工
員
と
し
て
働
き
始
め

た
高
橋
さ
ん
は
、
入
社
初
日
か
ら
も
の
づ
く
り
現

場
の
厳
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　
「
ノ
ギ
ス
や
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー
の
使
い
方
、
研

削
盤
の
操
作
方
法
や
加
工
方
法
な
ど
、
す
べ
て
が

初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
当
時
は
、『
技
や
方
法
は
、

先
輩
の
や
り
方
を
盗
ん
で
覚
え
ろ
』
と
い
う
時
代

で
苦
労
し
ま
し
た
が
、
仕
事
を
覚
え
れ
ば
覚
え
る

ほ
ど
面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

高
校
を
卒
業
と
同
時
に
正
社
員
に
な
る
と
、
高

橋
さ
ん
は
、
ま
す
ま
す
研
削
加
工
の
世
界
に
の
め

り
込
ん
だ
。
難
易
度
の
高
い
複
雑
な
形
状
の
加
工

を
積
極
的
に
引
き
受
け
、
次
々
と
形
に
し
て
い
っ
た
。

　
「
上
司
か
ら
ほ
め
ら
れ
、
先
輩
や
同
僚
か
ら
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
喜
び
が
、
更
に
難
易
度
の
高

い
加
工
に
挑
戦
す
る
糧
と
な
り
ま
し
た
ね
」
と
話

す
高
橋
さ
ん
は
、
い
つ
し
か
周
囲
か
ら
「
異
形
状

加
工
の
鬼
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
実
力
を
た
た
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
に
使
わ
れ
る
メ
モ
リ

カ
ー
ド
な
ど
の
コ
ネ
ク
タ
、
電
気
機
器
の
動
作
や

状
態
を
検
知
す
る
検
出
ス
イ
ッ
チ
。
高
橋
さ
ん

は
、
こ
れ
ら
の
電
子
部
品
を
構
成
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形
品
の
金
型
製
作
で
技
術
と
感
性
を
磨
い
た
。

さ
ら
に
、
独
自
の
測
定
器
を
開
発
し
て
微
細
な
加

工
精
度
を
実
現
し
た
り
、
加
工
方
法
に
工
夫
を
凝

ら
し
て
製
品
の
不
良
を
改
善
し
た
り
す
る
な
ど
、

次
々
と
新
し
い
技
術
を
身
に
付
け
た
。

　
「
精
度
や
品
質
に
妥
協
は
許
さ
れ
な
い
。
常
に
目

標
達
成
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
仕
事
に
臨
み
ま
し
た
」

　

１
９
９
１
年
か
ら
は
３
年
間
、
他
社
向
け
の
金

型
製
作
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
担
当
し
、
メ
ー
カ
ー

か
ら
金
型
製
作
の
注
文
を
取
り
付
け
る
た
め
、
全

国
を
飛
び
回
っ
た
。

　

関
西
に
あ
る
大
手
企
業
か
ら
プ
レ
ス
加
工
の
金

型
を
受
注
し
た
時
の
こ
と
。「
連
続
４
時
間
加
工
し

て
も
、
製
品
に
バ
ラ
つ
き
が
出
な
い
」
と
い
う
認

定
条
件
が
ク
リ
ア
で
き
ず
、
改
良
し
た
金
型
を
何

度
も
持
ち
込
み
、
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
た
。

　
「
１
週
間
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
込
ん
で
原
因
の
究
明

に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
解
決
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

量
産
に
間
に
合
わ
な
い
と
何
度
も
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
、
こ
の
時
ば
か
り
は
こ
の
ま
ま
辞
め
て
し
ま
お

う
か
と
思
い
ま
し
た
」

　

追
い
詰
め
ら
れ
た
高
橋
さ
ん
に
、「
後
は
な
ん

と
か
し
ま
す
か
ら
」
と
同
じ
宮
城
県
出
身
だ
っ
た

受
注
先
の
営
業
課
長
が
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
た
。

後
日
バ
ラ
つ
き
の
原
因
が
、
発
注
先
が
購
入
し
た

部
材
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
無
事
に
解
決
す

る
こ
と
も
で
き
た
。

　

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
金
型
製
作
の
新
た

な
道
を
切
り
拓
い
て
き
た
高
橋
さ
ん
。
長
年
の
実

績
が
評
価
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
同
社
で
初

め
て
「
現
代
の
名
工
」
の
栄
誉
を
受
け
た
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
は
、
も
の
づ
く
り
研
修
所
で

金
型
部
門
の
人
材
育
成
や
新
人
研
修
に
取
り
組
ん

で
い
る
高
橋
さ
ん
。
11
年
に
は
、
キ
ュ
ー
ブ
加
工

実
習
を
取
り
入
れ
た
３
カ
月
間
の
新
人
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
、
設
計
図
の
作
成
か
ら
仕
上

げ
ま
で
、
１
８
７
時
間
に
も
及
ぶ
実
習
を
通
し
て
、

未
来
を
担
う
新
入
社
員
に
、
精
密
加
工
に
必
要
な

「
精
度
的
感
覚
」
を
叩
き
込
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
12
年
か
ら
は
、
地
元
の
工
業
高
校
生
を

対
象
に
し
た
「
も
の
づ
く
り
体
験
」
の
受
け
入
れ

を
始
め
た
。
金
属
の
プ
レ
ス
加
工
や
鏡
面
加
工
体

験
を
通
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
や
人
が
持

つ
技
能
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
を
生
徒
に
伝
え
続
け

て
い
る
。

　
「
目
標
達
成
へ
の
こ
だ
わ
り
と
思
い
が
強
け
れ
ば
、

必
ず
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分

が
納
得
す
る
ま
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

自
然
と
技
能
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
」
と
力
強
く
語
る
高
橋
さ
ん
。
今
日
も
教
壇
に

立
ち
、
若
者
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
極
意
を
伝
え

て
い
る
。

人
材
育
成
や
も
の
づ
く
り
の
啓
発
に
尽
力

「
人
技
能
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る

プロフィール
1954年大崎市生まれ。定時制工業高校
の機械科を卒業後、74年にアルプス電気
株式会社古川工場に入社。2014年に同
社を定年退職後も人材育成に携わる。特
級機械加工技能士。2008年宮城県「卓
越技能者表彰」、13年厚労省「卓越した
技能者（現代の名工）」表彰

「ものづくりにおいて人の技能はこれか
らも欠かせない」と話す高橋信雄さん

高校生はプレス加工品（右）や鏡面加
工品（左下）の製作を体験する

「ものづくり体験」での講義の様子。
今年 10 月には 10 期生を受け入れる

「
研
削
加
工
は
砥
石
で
は
な
く
心
で
削
る
」

そ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ
続
け
て
40
年
。

精
密
加
工
を
極
め
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が

後
進
の
育
成
に
全
精
力
を
傾
け
て
い
る
。

　

ア
ル
プ
ス
電
気
株
式
会
社
古
川
第
２
工
場
に
あ

る
「
も
の
づ
く
り
研
修
所
」
は
、
同
社
の
技
能
伝

承
と
学
習
の
場
で
あ
る
。
こ
こ
で
社
員
の
人
材
育

成
に
取
り
組
む
高
橋
信
雄
さ
ん
は
、
40
年
近
く
同

社
の
金
型
製
作
部
門
で
精
密
加
工
を
極
め
て
き
た

熟
練
の
技
能
者
だ
。

　
「
こ
れ
は
、
私
が
新
人
研
修
の
題
材
と
し
て
考

案
し
た
キ
ュ
ー
ブ
で
す
」
と
高
橋
さ
ん
は
、
金
属

製
の
立
方
体
を
見
せ
て
く
れ
た
。

　
「
こ
の
キ
ュ
ー
ブ
を
研
削
加
工
だ
け
で
仕
上
げ

ま
す
。
熱
膨
張
や
バ
リ
な
ど
、
加
工
時
に
起
こ
る

様
々
な
課
題
に
挑
み
、
１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ
単

位
の
精
度
を
出
す
方
法
を
見
出
し
て
い
き
ま
す
」

　

新
人
社
員
に
と
っ
て
は
、
失
敗
は
避
け
ら
れ
な

い
難
し
い
課
題
だ
。
そ
こ
に
は
、「
目
標
に
対
す

る
こ
だ
わ
り
と
思
い
を
持
ち
努
力
す
れ
ば
、
必
ず

道
は
開
け
る
」
と
い
う
高
橋
さ
ん
の
も
の
づ
く
り

に
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

1948 年設立。自動車、家電製品、スマート
フォン、PC、ヘルスケア機器など、幅広い
分野の機器に搭載される約 40,000 種類の
電子部品をグローバルに供給する。独自の
技術力で人々の「より快適な生活」の実現を
目指す

■所在地
本社：東京都大田区雪谷大塚町 1-7
古川第２工場：大崎市古川塚目字北原136-1
TEL 0229-91-8311
http://www.alps.com/j/

アルプス電気株式会社

アルプス電気株式会社
ものづくり研修所
テクニカルアドバイザー

高
た か

橋
は し

 信
の ぶ

雄
お

さん

思
い
が
け
ず
精
密
加
工
の
世
界
へ

技
能
向
上
へ
の
飽
く
な
き
挑
戦
続
け
る

金
型
製
作
の
第
一
線
で
活
躍

同
社
初
の
「
現
代
の
名
工
」
に
認
定

新人研修の実習課題として考案されたキューブ。６つの面を構成する
パーツはそれぞれ形が異なり、パズルのように組み合わせると、１つの
立方体が完成する
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小
学
生
が
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
工
作
に
挑
戦

ト
ヨ
タ
東
日
本
学
園
「
夏
休
み
親
子
工
作
教
室
」

子
ど
も
た
ち
が
技
能
士
の
技
を
体
感

も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
in
み
や
ぎ
２
０
１
７

高
校
生
が
研
究
成
果
を
発
表

み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
工
業
部
門

も
の
づ
く
り
人
材
の
確
保
・
育
成
を
目
指
す

若
年
者
の
技
能
検
定
受
検
料
が
一
部
減
免

地
元
企
業
が
熱
い
思
い
を
伝
え
る

平
成
29
年
度
高
校
生
の
た
め
の

合
同
企
業
説
明
会

　

７
月
22
日
と
23
日
に
、
ト
ヨ

タ
東
日
本
学
園
（
大
衡
村
）
で

恒
例
の
「
夏
休
み
親
子
工
作
教

室
」
が
行
わ
れ
た
。

　

同
工
作
教
室
は
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
東
日
本
株
式
会
社
（
大
衡

村
）
と
宮
城
県
が
主
催
し
、
今

回
で
５
年
目
の
開
催
。
こ
の
日

集
ま
っ
た
県
内
の
小
学
生
と
保

護
者
が
、
空
気
の
力
で
浮
き
な

が
ら
進
む
「
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
」

の
製
作
を
楽
し
ん
だ
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
同
学
園

生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
板
に
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
や
モ
ー
タ
ー
、
電
池
ボ
ッ

ク
ス
な
ど
を
取
り
付
け
、ホ
バ
ー

ク
ラ
フ
ト
を
完
成
さ
せ
た
。

　

テ
ス
ト
走
行
で
ホ
バ
ー
ク
ラ

フ
ト
が
、
床
の
上
を
す
べ
る
よ

う
に
走
る
様
子
を
確
か
め
た
児

童
の
一
人
は
、「
ホ
バ
ー
ク
ラ

フ
ト
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
け

ど
、
作
っ
た
の
は
初
め
て
で
し

た
。
ち
ゃ
ん
と
動
い
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
た
。

　

サ
ポ
ー
ト
役
を
務
め
た
同
学

園
生
は
、「
道
具
の
使
い
方
や
作

り
方
を
分
か
り
や
す
く
教
え
る

の
が
難
し
か
っ
た
。
参
加
し
た

子
ど
も
た
ち
が
、
も
の
づ
く
り

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
」
と
語
っ
た
。

　

８
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け

て
、「
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

ｉ
ｎ
み
や
ぎ
２
０
１
７
」
が
夢

メ
ッ
セ
み
や
ぎ
（
仙
台
市
）
で

開
催
さ
れ
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、

技
能
者
の
作
品
の
展
示
、
実
演
、

も
の
づ
く
り
の
体
験
な
ど
を
通

じ
て
、
技
能
と
生
活
の
関
わ
り

や
技
能
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　

和
裁
や
洋
裁
、
左
官
や
畳
な

ど
、
参
加
し
た
各
団
体
の
ブ
ー

ス
に
も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
会
場
を
訪

れ
た
小
中
学
生
が
、
技
能
士
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
も
の
づ
く

り
を
楽
し
ん
だ
。

　

宮
城
県
板
硝
子
商
工
協
同
組

合
の
ブ
ー
ス
で
万
華
鏡
づ
く
り

に
挑
戦
し
た
児
童
は
、「
穴
を
の

ぞ
い
た
ら
、
外
の
景
色
が
た
く

さ
ん
見
え
て
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
ほ
か
の
場
所
で
も
工
作
が

で
き
た
の
で
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
」
と
話
し
た
。

　

関
係
者
は
、「
ど
の
職
種
も
深

刻
な
職
人
不
足
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
体
験
教
室
を
き
っ

か
け
に
子
ど
も
た
ち
が
も
の
づ

く
り
や
技
能
士
に
興
味
を
も
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
た
。

　

８
月
３
日
と
４
日
、
仙
台
国

際
セ
ン
タ
ー
（
仙
台
市
）
で
、

第
41
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
み
や
ぎ
総
文
２
０
１
７
工

業
部
門
が
開
催
さ
れ
、
工
業
系

部
活
動
な
ど
に
所
属
す
る
生
徒

が
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
部
門
と
展

示
発
表
部
門
に
分
か
れ
、
活
動

の
成
果
を
発
表
し
た
。

　

４
日
は
、
展
示
発
表
部
門
の

９
団
体
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

仙
台
工
業
高
等
学
校
（
仙
台
市
）

の
建
築
倶
楽
部
は
、
津
波
発
生

実
験
装
置
を
製
作
し
、
建
築
物

の
模
型
を
使
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
結
果
な
ど
を
発
表
し
た
。

　

生
徒
は
、「
基
礎
部
分
が
強
く
、

１
階
に
大
き
な
開
口
部
が
あ
る

建
物
が
、
最
も
津
波
に
耐
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
様
々

な
実
験
を
重
ね
災
害
に
強
い
建

物
に
つ
い
て
更
に
検
証
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
ス
テ
ー
ジ
発

表
の
部
で
は
登
米
総
合
産
業
高

等
学
校
（
登
米
市
）
の
機
械
工

作
部
が
、
展
示
発
表
の
部
で
は

石
巻
工
業
高
等
学
校
（
石
巻
市
）

天
文
物
理
部
が
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。

　

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

は
、
全
国
の
文
化
系
部
活
動
の

高
校
生
が
美
術
作
品
や
音
楽
な

ど
を
披
露
す
る
文
化
の
祭
典
。

今
年
は
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
、

演
劇
や
吹
奏
楽
な
ど
の
19
部
門

に
加
え
、
工
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
４
つ
の
協
賛
部
門
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
日
本
の
も

の
づ
く
り
分
野
に
従
事
す
る
若

者
の
確
保
と
育
成
を
目
的
に
、

こ
の
秋
か
ら
技
能
検
定
の
受
検

料
の
減
免
措
置
を
行
う
。

　

機
械
加
工
や
工
場
板
金
な
ど

各
都
道
府
県
の
職
業
能
力
開
発

協
会
が
実
施
す
る
全
職
種
と

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
や
、
機
械
保

全
な
ど
民
間
の
指
定
機
関
が
実

施
す
る
５
職
種
が
対
象
。
２
級

ま
た
は
３
級
の
実
技
試
験
を
受

検
す
る
35
歳
未
満
の
若
年
者
に

対
し
、
９
０
０
０
円
を
上
限
に

減
免
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
機
械
加
工
（
普
通

旋
盤
作
業
）
を
高
校
生
が
受
検

す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
受
検
料

は
実
技
試
験
で
１
万
１
９
０
０

円
、
学
科
試
験
で
３
１
０
０
円
。

減
免
措
置
を
適
用
す
れ
ば
、
実

技
試
験
を
２
９
０
０
円
で
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
徒
の

金
銭
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

　

宮
城
県
職
業
能
力
開
発
協
会

の
担
当
者
は
、「
今
回
の
措
置

を
き
っ
か
け
に
、
若
者
の
受
検

者
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
話
し
て
い
る
。
検

定
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
同
協

会
技
能
振
興
課
（
０
２
２

-

２
７
１

-

９
９
１
７
）
ま
で
。

　
「
平
成
29
年
度
高
校
生
の
た

め
の
合
同
企
業
説
明
会
」
が
、

７
月
４
日
か
ら
26
日
に
か
け
て

県
内
６
カ
所
で
行
わ
れ
た
。

　

７
月
11
日
に
石
巻
市
総
合
体

育
館
（
石
巻
市
）
で
開
催
さ
れ

た
説
明
会
で
は
、
石
巻
市
、
東

松
島
市
、
女
川
町
の
企
業
67
社

と
高
校
生
4
0
7
人
が
参
加
。

生
徒
は
希
望
す
る
企
業
の
ブ
ー

ス
で
、
企
業
の
担
当
者
の
説
明

に
耳
を
傾
け
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
、
北

上
電
設
工
業
株
式
会
社
（
石
巻

市
）
の
採
用
担
当
者
は
、「
設
備

工
事
の
分
野
は
、
工
業
高
校
出

身
者
を
採
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
弊
社
で

は
、
普
通
高
校
で
文
系
を
学
ん

だ
卒
業
生
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

良
い
人
材
を
広
く
集
め
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
高
校
生
や

先
生
に
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、「
食
品

を
製
造
し
て
い
る
複
数
の
企
業

か
ら
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
仕

事
の
内
容
や
職
場
の
雰
囲
気
、

作
っ
て
い
る
製
品
な
ど
に
つ
い

て
具
体
的
な
話
を
聞
け
た
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
イ
メ
ー
ジ

を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
」
と
手
応
え
を

感
じ
て
い
た
。

　

同
説
明
会
は
、
宮
城
労
働
局
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
宮
城
県
な
ど

が
主
催
。
こ
の
後
に
は
、
企
業

と
教
員
が
意
見
交
換
を
行
う
「
企

業
と
高
等
学
校
教
諭
の
就
職
懇

談
会
」
も
行
わ
れ
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
巻
の
担
当

者
は
、「
み
な
さ
ん
が
興
味
を

持
っ
た
企
業
か
ら
、
直
接
説
明

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

機
会
で
あ
り
、
就
職
面
接
の
リ

ハ
ー
サ
ル
に
も
な
る
の
で
、
今

日
の
経
験
を
本
番
で
も
生
か
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

生徒に業務内容を説明する企業の採用担当者

各テーブルには、トヨタ東日本学園の学園
生がついて児童の作業を優しくサポートした

子どもにかんなの使い方を教える建具製
作技能士

婦人子供服製造技能士のサポートを受け
ながらミシンを操る児童

特設会場では、熟練の技能士が卓越した
技能を披露した

スイッチを入れると、ホバークラフトが床
の上を浮上しながら走行した

工作の前に掃除機を使った模型に乗り、児
童はホバークラフトの仕組みを体感した

○
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ス
（
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
）

　

栗
原
地
域
の
企
業
・
学
校
な
ど
が
連
携
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
も
多
彩
な
20
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
。「
第
16
回
東
北
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
ｉ
ｎ
栗
原
」
も

同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／
９
月
30
日
（
土
）
10
時
～
15
時
30
分

場
所
／
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

申
込
／ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

申
込
締
切
／
９
月
15
日
（
金
）
※
必
着

　

問　
／
０
２
２

-

２
１
１

-

２
７
６
４
（
宮
城
県
産
業
人
材
対
策
課
）

http://www.pref.m
iyagi.jp/soshiki/sanzin/scienceplus.htm

l

○
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

　
「
伊
達
な
匠
と
味
と
の
出
会
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
の
特
産
品
・
農

林
水
産
物
・
加
工
品
・
工
芸
品
の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
す
。
宮
城
県

産
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
県
産
食
材
を
使
っ
た
お
振
る
舞
い

の
ほ
か
、
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ョ
ー
や
県
警
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／
10
月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）
10
時
～
16
時

場
所
／
宮
城
県
庁
、
勾
当
台
公
園
、
市
民
広
場

　

問　
／
０
２
２

-

２
１
１

-

２
８
１
５

　
　
　
（
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
）

http://www.pref.m
iyagi.jp/soshiki/syokushin/m

arugoto2017.htm
l

○
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦 

し
ば
た
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
場
所

　
「
全
日
本
製
造
業
コ
マ
大
戦
」
は
、
各
企
業
や
団
体
、
高
校
生
が
自
分

た
ち
で
コ
マ
を
作
り
対
決
さ
せ
る
「
喧
嘩
ゴ
マ
」
の
大
会
で
す
。
子
ど

も
た
ち
を
対
象
の
コ
マ
づ
く
り
体
験
（
１
回
５
０
０
円
）
と
コ
マ
の
対

戦
に
参
加
で
き
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／
10
月
15
日
（
日
）
10
時
～

場
所
／
柴
田
町
立
船
岡
小
学
校 

体
育
館

参
加
費
／
一
般
３
０
０
０
円　

※
学
生
は
無
料

申
込
／ 

団
体
名
（
個
人
の
場
合
は
氏
名
）・
所
在
地
・
担
当
者
名
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・
電
話
番
号
・
意
気
込
み
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
。

申
込
締
切
／
10
月
10
日
（
火
）
※
定
員
（
20
チ
ー
ム
）
に
な
り
次
第
締
切

　

問　
／ko-chiba@

iwanum
a-seiko.jp 

　
　
　

０
２
２
３

-

２
９

-

２
１
２
１
（
株
式
会
社
岩
沼
精
工
・
千
葉
）

報
情
催
開
ト
ン
ベ
イ
の
ら
か
れ
こ
加
参
ご
ひ
ぜ

！
い
さ
だ
く

女川町内にある集団移転地区の模型作品について説
明する生徒

屋根の基本構造「小屋組み」を使ったベンチを仕上
げる生徒

※平成 30 年度以降は変更される場合あり
　外国人研修生等を対象とした随時実施される等級は対象外

●減免の対象となる職種と等級
実施機関 職種名 等　級

都道府県
職業能力開発協会 全職種 2級・3級

民間の
指定試験機関

ウェブデザイン 2級・3級

ピアノ調律 2級・3級

機械保全 2級
（3級はH30年度から（予定））

情報配線施工 2級・3級

ビルクリーニング 3級
（2級はH30年度から（予定））
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